
鳥取大学長候補者選考基準

令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 

鳥取大学学長選考・監察会議 

 次期学長候補者を，人格が高潔で，学識が優れ，かつ，大学における教育研究活動を適切

かつ効果的に運営することができる能力を有する者のうちから，以下に定める選考基準に基

づき選考する。

【参考】鳥取大学長選考等規則（平成１６年鳥取大学規則第１４７号）※抜粋 

第 4 条 学長候補者は，人格が高潔で，学識が優れ，かつ，大学における教育研究活動を適切か

つ効果的に運営することができる能力を有する者のうちから，学長選考・監察会議が定める基

準（以下「選考基準」という。）に基づき選考する。

2 前項の選考基準を定め，又は変更したときは，速やかに本学の役員及び職員（以下「職員等」

という。）に周知し，及び学外に公表するものとする。

Ⅰ．求められる学長像

 鳥取大学憲章に掲げる基本理念「知と実践の融合」及び３つの目標（「１．社会の中核

となり得る教養豊かな人材の育成」，「２．地球規模及び社会的課題の解決に向けた先端的

研究の推進」及び「３．国際・地域社会への貢献及び地域との融合」）を達成するため，

鳥取大学長には，次のような資質，能力が求められる。

１．人格が高潔で，学識に優れ，学内外の人々の信頼を得ることのできる能力 

２．本学における教育，研究，社会貢献等の多様な活動について，広い視点を持って本

学の置かれている状況と求められている責任を理解した上で，適切かつ効果的に運営

することができる能力 

３．本学の発展のため，明快なビジョンを示し，それを実現するために強いリーダーシ

ップを発揮することのできる能力 

４．本学の経営管理を的確，公正かつ効率的に遂行できる能力 

５．本学の活動成果を国際・地域社会へ広く発信する能力 

Ⅱ．選考方法

 次期学長候補者の選考は，鳥取大学長選考等規則（平成１６年鳥取大学規則第１４７号）

第５条の規定に基づき，以下の方法により実施する。

① 「学長候補者の資格を有すると認められる者」の推薦依頼

・ 学長選考・監察会議は，学長候補者を選考するため，次の者に対して学長候補者の

資格を有すると認められる者の推薦を依頼する。
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一 鳥取大学経営協議会による推薦 

二 鳥取大学教育研究評議会による推薦 

三 推薦を周知する日における下記⑤の表に掲げる職員等５人以上の連署による 

推薦 

※推薦方法等の詳細は，下記「Ⅲ．推薦要領」をご参照ください。

② 選考候補者（2～5名）の決定及び公表

・ 学長選考・監察会議は，経営協議会，教育研究評議会及び推薦資格者 5 名以上の連

署により推薦された者について，推薦時に提出された書類（下記Ⅲ－②参照）により

審査の上，2 名以上 5 名以内を選考候補者として決定し，その職・氏名を学内に周知

及び学外に公表する。

・ 審査の結果，2 名以上の選考候補者を得ることができなかった場合は，再度推薦を

依頼する。

③ 選考候補者の所信表明演説会

・ 上記②で決定された各選考候補者による所信表明演説会を実施する。

（主会場：鳥取地区，米子地区に LAN 中継）

※ 詳細は，意向調査の公示の際に通知予定。

④ 学長選考・監察会議による選考候補者との面談

・ 学長選考・監察会議が必要と認めた場合，選考候補者との面談を実施する。

（実施する場合は，学長選考・監察会議から選考候補者に別途通知する。）

⑤ 役員及び職員による意向調査の実施

・ 上記②で決定された選考候補者について，鳥取大学長選考等規則に定める投票資格

者による意向調査を実施する。

・ 意向調査の投票資格者は，意向調査公示の日に在職する常勤の役員及び職員のうち

次に掲げる者とする。

区分 職名等

役員 学長，理事

職員 教員 教授，准教授，講師，助教

副校（園）長，教頭，主幹教諭

事務職員 事務局長，部長，次長，課長，事務長，室長，副課長， 
事務長補佐，副室長，専門職

施設系技術職員 部長，課長，室長，副課長，専門職

教育研究系技術職員 技術専門員

図書系事務職員 部長，課長，副課長

医療系技術職員 副薬剤部長，診療放射線技師長，副診療放射線技師長， 
管理栄養士長，臨床検査技師長，副臨床検査技師長， 
療法士長，臨床工学技士長

看護職員 看護部長，副看護部長，看護師長

※ 鳥取大学特命職員就業規則（平成 23 年鳥取大学規則第 8 号）に定める特命職員及び鳥取

大学医学部附属病院における特定任期付職員の任期に関する規則(平成 17 年鳥取大学規則第

121 号)に定める特定任期付職員を除く。
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   ・ 出張等用務のため意向調査当日に投票できない場合は，不在者投票が可能。 
   ・ 意向調査の実施にかかる詳細（選考候補者の略歴等調書・所信調書，投票場所，投

票資格者名簿の縦覧及び不在者投票等）は公示予定。 
 

⑥ 学長候補者の選考及び公表 

   ・ 学長選考・監察会議が，選考候補者の所信及び意向調査の結果等を総合的に勘案し

て，学長候補者 1 名を選考し，選考結果を学内に周知及び学外に公表する。 
 

⑦ 学長の任命 

   ・ 文部科学大臣が次期学長を任命する。 
 
  ※選考手続き等の詳細については，「鳥取大学長選考等規則」及び「鳥取大学長選考等規

則実施細則」をご覧ください。 
 

Ⅲ．推薦要領 

 ① 推薦の依頼 

   学長選考・監察会議は，学長候補者を選考するため，次の者に対して学長候補者の資

格を有すると認められる者の推薦を依頼する。 
一 鳥取大学経営協議会による推薦（2 名以上の推薦を依頼） 
二 鳥取大学教育研究評議会による推薦（2 名以上の推薦を依頼） 
三 推薦を周知する日における上記Ⅱ－⑤の表に掲げる職員等（以下，「推薦資格者」   
という。）5 人以上の連署による推薦 
 

    【推薦資格者5人以上の連署による推薦にかかる注意事項】 

      各推薦資格者は学長候補者の資格を有すると認められる者を1人に限り推薦でき

るものとし，2人以上を推薦した場合は，当該推薦資格者の署名は全て無効とする。 

 
  ② 推薦に必要な書類 

   ・別紙様式第 2 号『学長候補者の資格を有すると認められる者の推薦理由書』 
※推薦資格者の連署による推薦の場合は，別紙様式第 2 号別添『推薦人署名簿』も 
添付すること。 

   ・別紙様式第 3 号『略歴等調書』 
   ・別紙様式第 4 号『所信調書』 
   ※各様式の記入欄が不足する場合は，行を挿入して記入欄を増やしても差し支えない。 

   ※『略歴等調書』及び『所信調書』は，意向調査公示時に学内に公表する。 

 

 

  ③ 提出方法及び提出先 

    上記②の必要書類一式を角２封筒に封入し，封筒表面に『学長候補者推薦書類在中』

と朱書きの上，総務企画部総務企画課総務係に提出すること。 
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【参考】鳥取大学長選考等規則（平成１６年鳥取大学規則第１４７号）※抜粋 

第５条 学長選考・監察会議は，学長候補者を選考するため，次の各号に掲げるところにより，

学長候補者の資格を有すると認められる者の推薦を求めるものとする。

一 鳥取大学経営協議会及び鳥取大学教育研究評議会からの推薦各 2 人以上 

二 推薦を周知する日における第 9 条第 1 項の表に掲げる職員等 5 人以上の連署による推薦 

２ 学長選考・監察会議は，前項の推薦を求める旨を職員等に周知するとともに，学外に公表す

るものとする。

３ 学長選考・監察会議は，第 1 項の規定により推薦された者について審査の上，2 人以上 5 人

以内を学長候補者の資格を有すると認められる者(以下「選考候補者」という。)として決定す

るものとする。ただし，選考候補者を 2 人以上得ることができなかった場合は，選考候補者 2

人を得ることができるまで，選考候補者の推薦を求めるものとする。

４ 学長選考・監察会議は，前項の規定により選考候補者を決定したときは，速やかに職員等に

周知し，及び学外に公表するものとする。

５ 学長選考・監察会議は，学長候補者選考の参考とするため，選考候補者について，職員等の

意向調査を行うものとする。

６ 学長選考・監察会議は，選考候補者の所信及び意向調査の結果等を総合的に勘案し，学長候

補者を選考するものとする。

Ⅳ．学長の任期

４年（１回に限り再任（任期２年）されることができる。）

【参考】鳥取大学の管理運営に関する規則（平成１６年鳥取大学規則第５７号）※抜粋 

第４条第３項

 学長の任期は，４年とし，再任されることができる。ただし，再任は１回限りとし，その任

期は２年とする。

Ⅴ．学長の再任

 鳥取大学長選考等規則（平成１６年鳥取大学規則第１４７号）第１２条の規程に基づき，

再任審査は下記のとおり実施する。

① 学長選考・監察会議から現学長に再任意思の有無を照会

② 現学長から再任意思の有無の回答

③ 学長選考・監察会議の開催

③-a【再任意思ありの場合】

 書類審査 ※１ 及び 面談 ※２ を行い，それらを上記Ⅰの求められる学長像に

照らして総合的に判断することにより，再任の可否を審議

※１：現学長から提出された業績調書及び所信表明書の審査

また，参考資料として業務実績報告書，認証評価結果等を活用

※２：学長選考・監察会議と現学長との 20～30 分程度の面談
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③-a-1【審査の結果，再任可の場合】 

審査結果の公表

③-a-2【審査の結果，再任不可の場合】 

審査結果の公表，新学長の選考手続き等について審議

③-b【再任意思なしの場合】 

新学長の選考手続き等について審議

【参考】鳥取大学長選考等規則（平成１６年鳥取大学規則第１４７号）※抜粋 

第１２条 管理運営に関する規則第４条第３項に基づき学長が再任されることができる場合にお

ける学長候補者の選考方法は，第５条の規定にかかわらず，当該学長の再任の審査により行う

ものとする。

２ 学長選考・監察会議は，学長の再任の審査に当たり，当該学長に対し，選考基準を示した上

で，再任の意思を確認するものとする。

３ 学長選考・監察会議は，別に定める再任審査資料の審査等必要な調査を行い，及び当該学長

と面談を行った上で，これらの結果に基づき，当該学長の再任の可否を決定するものとする。

４ 学長選考・監察会議は，学長に再任の意思がない場合又は再任を否と決定した場合は，第５

条の規定に基づき，改めて学長の選考を行うものとする。

Ⅵ．学長の職務の評価

 学長選考・監察会議は，学長の職務が適切に遂行されていることを確認するため，以下

のとおり学長の職務の評価を実施する。

時期：学長の任期の最終年度の前年度（再任による任期の場合は最終年度）

方法：業務実績報告書等の資料の活用及び学長への面談等，学長選考・監察会議が定

める方法による。

公表：評価結果は，学内に周知及び学外に公表する。

Ⅶ．学長の解任

 学長選考・監察会議は，次の各号に該当するとき，その他学長たるに適しないと認める

ときは，学長の解任を文部科学大臣に申し出る。

一 国立大学法人法第１６条の欠格条項に該当したとき。

二 心身の故障のため職務の遂行に堪えないと認められるとき。

三 職務上の義務違反があるとき。

四 職務の遂行が適当でないため本法人の業務の実績が悪化した場合であって引き続

き職務を行わせることが適当でないと認められるとき。

なお，解任の審査請求は，意向投票資格者の 3 分の 1 以上の者の連署により経営協議会

又は教育研究評議会に対して行うことができるほか，学長選考・監察会議委員の 3 分の 1
以上の署名により学長解任の発議をすることができる。
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 Ⅷ．公示等の掲載場所 

   学長候補者の選考に係る公示等の各種情報は，鳥取大学公式ホームページ内の『学長選

考に関する情報』ページに掲載することにより，学内に周知及び学外に公表する。 
   ○URL：https://www.tottori-u.ac.jp/4948.htm 
   ○鳥取大学公式ホームページ内 
    『トップページ』→『大学紹介』→『大学運営に関する情報』→『学長選考に関する

情報』 
 
 

 Ⅸ．学長候補者選考に関する問合せ先 

   鳥取大学総務企画部総務企画課総務係 
     〒680-8550 鳥取市湖山町南 4 丁目 101 番地 
     TEL：（直）0857-31-5007 （内）2120 
     E-Mail：ge-soumu@ml.adm.tottori-u.ac.jp 

（以上） 
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